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オ
ー
ル
関
西
で
大
阪
・
関
西
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
継
承
と
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
「
未

来
創
造
会
議
」の
第
２
回
会
合
が
８
日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ
た
。
未
来
創
造
会
議
は
、
経
済
界
、
国
、

関
西
広
域
連
合
、
大
阪
府
、
大
阪
市
の
ト
ッ
プ
で
構
成
。
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
果
や
レ
ガ
シ
ー
を
議

論
す
る
政
府
の
「
成
果
検
証
委
員
会
」
の
議
論
も
踏
ま
え
、
万
博
で
披
露
さ
れ
た
最
先
端
技
術
な
ど
の

実
装
化
・
産
業
化
に
取
り
組
む
分
野
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
支
援
方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。

「未来創造会議」の第２回会合で発言する大阪商工会議所の
鳥井信吾会頭（右から３人目）ら�８日、大阪市

「
未
来
創
造
会
議
」
の
第

２
回
会
合
に
は
、
大
阪
商
工

会
議
所
の
鳥
井
信
吾
会
頭

（
関
西
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長
）
を
は
じ
め
、
関
西
経

済
連
合
会
の
松
本
正
義
会

長
、
関
西
経
済
同
友
会
の
三

笠
裕
司
代
表
幹
事
、
大
阪
府

の
吉
村
洋
文
知
事
、
大
阪
市

の
横
山
英
幸
市
長
ら
が
出
席

し
た
。

実
装
化
に
取
り
組
む
分
野

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

昨
年
、
国
が
策
定
し
た
「
１７

の
投
資
分
野
」
や
関
西
が
強

み
を
有
す
る
、
概
ね
５
年
程

度
で
社
会
実
装
が
見
込
ま
れ

る
な
ど
の
選
定
基
準
に
の
っ

と
り
、「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」「
再

生
医
療
」「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
」の
４
分
野
を
選
定
し
た
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
分
野

で
は
、
大
阪
・
京
都
・
神
戸

の
３
商
工
会
議
所
が
開
発
か

ら
実
証
・
販
路
開
拓
ま
で
の

事
業
成
長
を
一
体
的
に
支
援

す
る
「
新
事
業
共
創
フ
ァ
ー

ム
の
運
営
」
な
ど
が
選
定
さ

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
に
は
さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
田
中
邦
裕
社
長
が
就

任
す
る
。

同
会
議
共
同
代
表
の
鳥
井

会
頭
は
、
実
装
化
の
取
り
組

み
に
賛
同
を
示
し
た
上
で
、

「
万
博
の
真
価
が
問
わ
れ
る

の
は
こ
れ
か
ら
だ
。
一
つ
の

自
治
体
や
、
単
一
の
企
業
だ

け
で
解
決
が
難
し
い
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
オ
ー
ル
関
西
の

ト
ッ
プ
が
集
う
未
来
創
造
会

議
は
重
要
。
レ
ガ
シ
ー
の
実

現
に
、
関
西
の
７１
商
工
会
議

所
、
１９
万
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
の
東
和

浩
副
会
頭
は
２
日
、「
大
阪
港

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
再
編

に
関
す
る
要
望
」
の
実
現
に

向
け
、横
山
英
幸
大
阪
市
長
、

木
戸
貴
文
阪
神
国
際
港
湾
社

長
、
阪
神
フ
ェ
リ
ー
協
議
会

を
代
表
す
る
小
林
洋
名
門
大

洋
フ
ェ
リ
ー
取
締
役
常
務
執

行
役
員
ら
と
と
も
に
、
佐
々

木
紀
国
土
交
通
副
大
臣
を
訪

問
し
、
建
議
し
た
。

同
要
望
は
、
大
阪
南
港
フ

ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ヤ
ー

ド（
一
時
保
管
・
荷
捌
き
地
）

不
足
や
将
来
的
な
フ
ェ
リ
ー

の
大
型
化
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
大
阪
港
の
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
再
編
に
向
け
た

国
直
轄
整
備
事
業
に
よ
る
港

湾
計
画
一
部
変
更
や
同
事
業

の
早
期
着
手
を
求
め
た
も

の
。東

副
会
頭
は
、「
大
阪
港
は

関
西
圏
の
物
流
を
支
え
る
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。『
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
』
へ

の
対
応
に
加
え
、
２
０
３
０

年
秋
の
大
阪
Ｉ
Ｒ
開
業
や
万

博
跡
地
の
再
開
発
も
控
え
る

中
、
国
際
競
争
力
向
上
の
観

点
か
ら
も
早
期
事
業
化
を
お

願
い
し
た
い
」
と
訴
え
た
。

佐
々
木
国
土
交
通
副
大
臣

は
、「
大
阪
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
再
編
の
必
要
性
、
緊

急
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
早
期
の
事
業
化
に
向
け

て
関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

マンノは、輸送用機械器具
の部品加工・組立を通じ、「お
客様の立場で作る確かな製
品」を提供している。地球環
境への配慮を最も重要な経営
課題と位置づけ、脱炭素経営
を積極的に推進する。
同社の温室効果ガス排出量

について、パリ協定の「気温
上昇を１．５度に抑える目標」と
整合する削減目標を設定し、
ＳＢＴ認定（※１）を取得し
た。Scope1・２（※２）排出
量についても、２０３５年までに
２０２３年度比で６３％削減するこ
とを目指している。
同社の宮下清昭代表取締役

は、「今後もエネルギー効率の

向上や、供給網全体を見据え
た環境負荷の低いモノづくり
を追求し、持続可能な未来の
実現に貢献したい」と話す。
※１ 科学的根拠に基づき企
業が設定する温室効果ガス削
減目標の認定制度。
※２ Scope１は
自社の設備などか
らの直接排出、S
cope2は購入した
電力・熱などによ
る間接排出した温
室効果ガス。（堺商工会議所）
当連載では、グレーターミナミ

の商工会議所が地元企業のカーボ
ンニュートラルに向けた取り組み
を、１年かけて紹介します。

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

下
旬
、「
大
阪
ゆ
か
り
の
キ
ャ

ラ
で
商
売
繁
盛
商
談
会
」
を

実
施
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち

８
月
２０
日
、「『
ラ
イ
セ
ン
ス
』

と
『
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
』
の

視
点
か
ら
考
え
る
商
材
の
付

加
価
値
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
く
。（
３
面
に
関
連
記
事
）

同
商
談
会
で
は
大
阪
に
ゆ

か
り
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
ロ
ゴ
を
保
有
す
る
企
業
と

同
ラ
イ
セ
ン
ス
の
活
用
を
希

望
す
る
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
。
大
阪
ゆ
か
り
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
ロ
ゴ
を
用
い
、

商
材
の
付
加
価
値
を
高
め
、

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
目
的
。
参
加
が
決
ま
っ
て

い
る
ラ
イ
セ
ン
ス
保
有
企
業

は
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
、
パ
イ

ン
、
不
易
糊
工
業
の
３
社
。

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
元
２
０
２
５
大
阪
・
関

西
万
博
マ
ス
タ
ー
ラ
イ
セ
ン

ス
オ
フ
ィ
ス
総
責
任
者
で
あ

り
伊
藤
忠
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
西
村
宣
浩
取
締
役

が
ラ
イ
セ
ン
ス
の
仕
組
み
や

活
用
意
義
を
解
説
。
半
生
菓

子
を
主
力
商
品
と
す
る
み
ど

り
製
菓
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
シ

ュ
ー
ズ
を
製
造
・
販
売
す
る

リ
ゲ
ッ
タ
が
企
業
の
ラ
イ
セ

ン
ス
活
用
事
例
を
紹
介
。

視
点
を
変
え
、
独
自
フ
ォ

ン
ト
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
構
築
、
商
材
の
付

加
価
値
向
上
の
方
策
に
つ
い

て
、
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の

フ
ォ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

モ
リ
サ
ワ
の
取
り
組
み
も
紹

介
す
る
。
午
後
２
時
〜
４
時

３０
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

大阪商工会議所は１号議員選挙を１０
月１４日に行います。
会員が資格（選挙権・被選挙権）を

得るには、８月１日までの会費ご納入
が必要です。また、現時点会員でない
方は、７月９日午後５時までに入会申
込書を会員部にご提出いただき、かつ
８月１日までに加入金と会費をご納入
いただく必要があります。会員でない
特定商工業者は負担金（３,５００円）を８
月１日までにご納入いただくと選挙権
（１個）が付与されます。
問合せ 会員部�６９４４・６２５１

（
左
上
か
ら
時
計
回
り
に
）
フ

エ
キ
く
ん
、
パ
イ
ン
ア
メ
、
北

極
の
ペ
ン
ギ
ン

佐々木紀国土交通副大臣（右から４人目）に要望書を手
渡し、記念撮影に臨む大商の東和浩副会頭（同２人目）、
横山英幸大阪市長（同３人目）ら�２日、国土交通省

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１３
日
、「
第
３０
回
買
い
ま
っ

せ
！

売
れ
筋
商
品
発
掘

市
」
を
開
催
す
る
。
会
場
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
マ
イ

ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
大
阪
市

中
央
区
）。
こ
の
ほ
ど
、
大
手

流
通
業
へ
の
販
路
開
拓
を
目

指
す
売
り
手
企
業
の
参
加
申

し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。

同
商
談
会
は
、
日
本
最
大

規
模
の
売
り
込
み
型
商
談

会
。
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
、

通
販
な
ど
大
手
流
通
業
の
バ

イ
ヤ
ー
が
買
い
手
企
業
と
し

て
ブ
ー
ス
を
構
え
、
そ
こ
に

全
国
の
中
小
製
造
業
、
卸
売

業
が
売
り
手
企
業
と
し
て
直

接
自
社
の
製
品
を
売
り
込

む
。
普
段
ア
ポ
イ
ン
ト
が
取

り
に
く
い
大
手
流
通
業
の
バ

イ
ヤ
ー
と
一
日
で
複
数
の
商

談
が
可
能
。

商
談
対
象
と
な
る
分
野

は
、
食
品
、
食
材
（
一
次
産

品
含
む
）、生
活
雑
貨
、衣
料
、

家
具
、
地
域
特
産
品
な
ど
。

今
回
は
８０
社
程
度
の
買
い

手
企
業
が
参
加
す
る
予
定
。

詳
細
は
７
月
以
降
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
順
次
公
開
す
る
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

大
阪
商
工
会
議
所
が
２
０

２
４
年
度
か
ら
２５
年
度
に
取

り
組
ん
だ「
く
う
ぞ
、万
博
。」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
３
日
、
札

幌
市
で
開
か
れ
た
全
国
商
工

会
議
所
観
光
振
興
大
会
で

「
き
ら
り
輝
き
観
光
振
興
大

賞
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
大
商
の
近
藤

博
宣
専
務
理
事
が
日
本
商
工

会
議
所
の
小
林
健
会
頭
か
ら

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

大
阪
外
食
産
業
協
会
や
大
阪

観
光
局
と
連
携
し
、
大
阪
・

関
西
万
博
を
契
機
に
「
食
の

ま
ち
大
阪
」
の
魅
力
を
国
内

外
に
発
信
し
た
。
大
阪
は
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
掲
載
数
が

世
界
上
位
で
あ
り
な
が
ら
、

観
光
客
の
飲
食
消
費
割
合
が

世
界
の
主
要
都
市
の
半
分
以

下
と
い
う
課
題
に
着
目
。

飲
食
事
業
者
に
万
博
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
開

発
を
呼
び
か
け
、
１
４
８
種

類
が
誕
生
。
地
元
食
材
の
活

用
や
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
な
ど

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た

メ
ニ
ュ
ー
は
万
博
の
理
念
を

具
現
化
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
グ

ー
グ
ル
マ
ッ
プ
も
活
用
し
、

食
の
高
付
加
価
値
化
と
周
遊

観
光
促
進
に
も
注
力
し
た
。

大
阪
府
内
の
商
工
会
議
所

と
も
連
携
し
広
域
的
に
取
り

組
ん
だ
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
大
阪
の
食
や
地
域
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
有
意
義
な
事

業
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大阪の夏の風物詩「天神祭」が７月
２４、２５日に盛大に執り行われます。
日本三大祭りの一つとして大阪が全

国に誇る天神祭の渡御行事を支援する
ため、今年も会員の皆様にご協賛をお
願いいたします。
【協賛金】１口１万円、３口から【目
標額】２,６００万円【受付締切日】７月３１
日
問合せ 地域振興部内「天神

祭渡御行事保存協賛
会係」�６９４４・６３２３

表彰状を手に記念撮影に臨む大商の近藤博宣専務理事
（左から２人目）ら。同３人目は日商の小林健会頭�
３日、札幌市

大阪商工会議所は、中小企業の採用
活動を支援するため、企業の採用担当
者を対象とした情報交換会を開く。
近年、人材確保を巡る競争が激化す

る中、とりわけ中小企業では採用活動
に関するノウハウ不足や認知度向上な
どが課題となっている。今回の情報交
換会は、こうした課題の解決に向けた
実践的なヒントを得る機会。
第１回は７月２８日に「新卒採用」を、

第２回は８月２８日に「中途採用」をテー
マとして開く。いずれも午後
３～５時、大商で。
問合せ 研修・採用支援担当

�６９４４・６４９９

広
告
は
時
代
を
映
す
鏡

駅
や
街
角
で
、
ふ
と
昔
の

広
告
を
目
に
す
る
と
、
そ
の

時
代
の
空
気
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
あ
る
。
流
行
し
て

い
た
言
葉
、
世
相
を
映
し
た

表
現
、
人
々
が
抱
い
て
い
た

期
待
や
不
安
。
広
告
は
商
品

を
売
る
だ
け
で
な
く
、
時
代

そ
の
も
の
を
記
録
し
て
い
る

の
だ
と
思
う
▼
前
職
で
は
広

告
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ
っ

た
が
、
実
際
の
現
場
は
華
や

か
さ
よ
り
も
地
道
さ
の
連
続

だ
っ
た
。限
ら
れ
た
言
葉
で
、

ど
う
す
れ
ば
相
手
の
心
が
動

く
の
か
。
何
度
も
考
え
、
時

に
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
商
品

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い

と
百
貨
店
の
化
粧
品
売
場
に

も
足
を
運
ん
だ
▼
も
ち
ろ

ん
、
広
告
ひ
と
つ
で
社
会
が

変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
で
も
、
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー

や
一
本
の
Ｃ
Ｍ
に
励
ま
さ
れ

た
経
験
を
持
つ
人
は
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
広
告
に
は
、

人
の
気
持
ち
を
少
し
前
向
き

に
す
る
、
小
さ
な
力
が
あ
る

▼
先
日
、
大
学
時
代
に
お
世

話
に
な
っ
た
先
輩
の
訃
報
に

接
し
た
。
大
手
広
告
会
社
の

第
一
線
で
活
躍
し
な
が
ら
、

広
告
と
は
「
人
の
心
に
灯
を

と
も
す
仕
事
」
だ
と
語
っ
て

お
ら
れ
た
姿
を
思
い
出
す
▼

情
報
も
言
葉
も
あ
ふ
れ
る
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
か
の
背

中
を
そ
っ
と
押
す
よ
う
な
言

葉
の
力
を
い
ま
一
度
信
じ
た

い
。
そ
ん
な
と
き
、
ふ
と
思

い
出
す
。「
あ
ん
た
も
発
展
途

上
人
。」

（
か
も
め
２６
号
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

会費・負担金納入は８月１日までに

天神祭ご協賛お願い

採用担当者同士の情報交換会

大阪商工会議所東支部と大阪市東成区
役所が連携協定を締結 �
議員紹介・談話室 山田陽太郎氏 �
７月２２日に次世代テックフォーラムの
第１回ＡＩクラスター会議 �
「共創の水辺」交流会を初開催へ �
中小企業向けの「ＬＩＮＥ活用術」セミ
ナー �
「優良商工従業員表彰」昨年度の利用
企業の声 �

京京
阪阪
神神
３３
会会
議議
所所
にに
よよ
るる

��
新新
事事
業業
共共
創創
フフ
ァァ
ーー
ムム
��

万
博
レ
ガ
シ
ー
事
業
に
選
定

▼詳細は
こちら

大
手
流
通
業
へ
販
路
開
拓

１１
月
１３
日

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で

▼詳細は
こちら

大商の�くうぞ、万博。�プロジェクト
�きらり輝き観光振興大賞優秀賞�受賞

全国商工会議所観光振興大会で

大
阪
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
再
編

国
土
交
通
省
に
早
期
着
手
要
望

環境負荷低減とＳＢＴ達成へ

▼詳細は
こちら

�３�

グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦

マ
ン
ノ（
堺
市
）

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

大
阪
ゆ
か
り
の
キ
ャ
ラ
で
商
売
繁
盛

８
月
２０
日

セ
ミ
ナ
ー

ラ
イ
セ
ン
ス
活
用
法
や
事
例

未来創造会議
第２回会合

２０２６年（令和８年）６月２５日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３９９（１）
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イ
ン
ド
Ｐ
Ｈ
Ｄ
商
工
会
議

所
か
ら
ヴ
ィ
ジ
ェ
イ
・
メ
ー

タ
国
際
関
係
委
員
長
は
じ
め

会
員
ら
８
人
が
５
月
２２
日
、

大
阪
商
工
会
議
所
の
鴻
池
忠

彦
議
員
（
鴻
池
運
輸
会
長
兼

社
長
執
行
役
員
）
を
表
敬
訪

問
し
た
。
同
会
議
所
は
イ
ン

ド
北
西
部
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州

（
Ｐ
）、
ハ
リ
ヤ
ナ
州（
Ｈ
）、

首
都
デ
リ
ー
（
Ｄ
）
の
大
都

市
を
管
轄
し
て
お
り
、
イ
ン

ド
全
土
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
持
つ
有
力
な
商
工
会

議
所
。

冒
頭
、
鴻
池
議
員
は
日
本

企
業
の
イ
ン
ド
投
資
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
や
大
商
の
取

り
組
む
イ
ン
ド
関
連
事
業
に

言
及
し
、「
日
印
間
ビ
ジ
ネ
ス

の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
現
地

会
議
所
や
会
員
企
業
と
の
連

携
は
重
要
。
進
出
す
る
日
系

企
業
へ
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

メ
ー
タ
委
員
長
は
、
同
会

議
所
の
活
動
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
日
本
か
ら
イ
ン
ド

へ
の
さ
ら
な
る
投
資
や
二
国

間
技
術
連
携
に
期
待
す
る
と

話
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
日
印
間
の
ビ

ジ
ネ
ス
促
進
に
向
け
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

今
年
度
、
大
阪
商
工
会
議

所
で
は
、
会
員
の
代
表
で
あ

る
議
員
（
定
数
１
５
０
人
）

の
改
選
が
行
わ
れ
る
。現
在
、

大
商
は
各
部
会
で
２
号
議
員

の
選
任
を
行
っ
て
い
る
。
任

期
は
２
０
２
６
年
１１
月
１
日

か
ら
２９
年
１０
月
末
ま
で
。
５

月
１４
日
〜
６
月
３
日
に
選
任

さ
れ
た
２
号
議
員
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
、
氏
名
五
十
音

順
。
会
社
名
・
役
職
名
は
選

任
時
点
の
も
の
）

◇

◎
食
料
部
会
（
５
月
１４
日
選

任
）
荻
原
奨
（
三
和
実
業
代

表
取
締
役
社
長
）、原
田
太
七

郎
（
千
鳥
屋
宗
家
代
表
取
締

役
会
長
）、
藤
尾
政
弘（
フ
ジ

オ
フ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
本
社
代

表
取
締
役
社
長
）

◎
運
輸
部
会
（
５
月
１８
日
選

任
）
遠
北
光
彦
（
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）、
小
山
佳
延（
Ｋ
Ｎ
Ｔ

―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
社
長
）、坂
本
克

己
（
日
本
タ
ク
シ
ー
代
表
取

締
役
会
長
）

◎
貿
易
部
会
（
５
月
２１
日
選

任
）
稲
畑
勝
太
郎
（
稲
畑
産

業
代
表
取
締
役
社
長
）、和
田

知
徳
（
住
友
商
事
専
務
執
行

役
員

国
内
担
当
役
員

関

西
支
社
長
）

◎
金
融
部
会
（
５
月
２５
日
選

任
）
北
原
睦
朗
（
大
同
生
命

保
険
取
締
役
会
長
）、髙
井
嘉

津
義
（
大
阪
信
用
金
庫
理
事

長
）

◎
情
報
・
通
信
部
会
（
５
月

２６
日
選
任
）
石
金
正
己
（
日

本
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
代
表
取
締

役
社
長
）、
小
笠
原
通
晴（
Ｅ

・
Ｃ
・
Ｒ
代
表
取
締
役
）、

中
沢
正
和
（
オ
ー
ジ
ス
総
研

顧
問
）

◎
繊
維
部
会
（
６
月
２
日
選

任
）
重
延
賢
治
（
デ
ィ
ー
プ

サ
ン
ク
ス
代
表
取
締
役
社

長
）、
平
田
恭
成（
帝
人
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
取
締
役

取
締
役

会
議
長

兼

統
合
準
備
室

長
）

◎
小
売
部
会
（
６
月
３
日
選

任
）
秋
田
拓
士
（
近
鉄
百
貨

店
取
締
役
会
長
）、千
田
忠
司

（
大
阪
市
商
店
会
総
連
盟
理

事
長
）、
宗
森
耕
二（
大
丸
松

坂
屋
百
貨
店
代
表
取
締
役
社

長
）

大
阪
商
工
会
議
所
東
支
部

（
支
部
長
�
有
光
幸
紀
・
有

光
工
業
会
長
）
は
３
日
、
大

阪
市
東
成
区
役
所
と
包
括
連

携
協
定
を
東
成
区
役
所
で
締

結
し
た
。
区
役
所
と
大
商
支

部
と
の
協
定
締
結
は
こ
れ
が

４
例
目
（
い
ず
れ
も
東
支

部
）。同協

定
の
締
結
に
よ
り
、

東
成
区
に
お
け
る
も
の
づ
く

り
企
業
の
活
性
化
な
ど
の
地

域
振
興
分
野
で
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
広
報
体
制
な
ど

に
お
い
て
連
携
を
強
化
す

る
。締

結
に
先
立
ち
、
大
阪
市

東
成
区
役
所
の
春
木
卓
伸
区

長
は
、「（
今
回
の
）
協
定
を

通
じ
て
、
地
域
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
商
工
業
発
展
の
た

め
に
知
恵
を
出
し
合
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

大
商
の
有
光
東
支
部
長

は
、「（
今
回
の
）
協
定
を
通

じ
て
、
広
報
や
事
業
実
施
に

関
し
て
相
互
協
力
の
も
と
、

地
域
経
済
活
性
化
を
図
る
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
た
い
」

と
述
べ
た
。

大
商
は
、
同
協
定
に
も
と

づ
い
て
、「
も
の
づ
く
り
企
業

の
交
流
会（
仮
称
）」を
実
施

す
る
予
定
。

【
問
合
せ
】
東
支
部
�
６
３

５
８
・
６
１
１
１

記念撮影に臨む大商の鴻池忠
彦議員（左）とインドＰＨＤ
商工会議所のヴィジェイ・メ
ータ国際関係委員長�５月２２
日、大商

包括連携協定を結び記念撮影に臨む大商の
有光幸紀東支部長（中央左）と大阪市東成
区役所の春木卓伸区長（同右）ら�３日、
大阪市

グ
エ
ン
・
チ
ュ
オ
ン
・
ソ

ン
在
大
阪
ベ
ト
ナ
ム
総
領
事

は
５
月
２９
日
、
大
阪
商
工
会

議
所
の
鳥
井
信
吾
会
頭
を
表

敬
訪
問
し
、
両
国
間
の
関
係

強
化
に
向
け
た
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

ソ
ン
総
領
事
は
、
京
都
大

学
大
学
院
を
修
了
後
、
二
度

に
わ
た
る
在
日
ベ
ト
ナ
ム
大

使
館
な
ど
で
の
勤
務
を
経

て
、
今
年
４
月
に
在
大
阪
ベ

ト
ナ
ム
総
領
事
に
着
任
。

冒
頭
、
鳥
井
会
頭
は
「
ベ

ト
ナ
ム
は
若
い
力
に
あ
ふ
れ

て
お
り
、
世
界
の
成
長
セ
ン

タ
ー
と
し
て
大
変
注
目
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き

貴
国
と
の
経
済
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ソ
ン
総
領
事
は
、
日
本
が

国
際
関
係
に
お
い
て
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
強
調

し
、
日
本
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ

の
投
資
促
進
の
み
な
ら
ず
、

現
地
企
業
と
の
技
術
連
携
も

期
待
す
る
と
発
言
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
後
の
日
越

間
に
お
け
る
企
業
経
営
の
あ

り
方
な
ど
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

東
大
法
卒
、
米
ハ
ー
バ
ー

ド
大
院
修
了
。
３６
歳
で
建
設

官
僚
か
ら
専
務
に
就
任
、
４３

歳
で
父
の
跡
を
継
い
で
社
長

と
な
っ
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
研

究
開
発
か
ら
商
品
企
画
、
生

産
、
卸
販
売
、
小
売
り
、
輸

出
入
ま
で
、
広
い
範
囲
を
ト

ー
タ
ル
に
組
織
化
し
た
総
合

商
社
。
た
だ
、
従
業
員
は
、

グ
ル
ー
プ
で
２
９
０
人
と
少

数
精
鋭
主
義
に
こ
だ
わ
り
規

模
を
追
わ
な
い
。

大
組
織
の
霞
が
関
と
違

い
、
仕
事
が
属
人
化
し
責
任

の
範
囲
な
ど
に
関
す
る
文
書

化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
当
初

は
、
事
実
関
係
の
把
握
だ
け

で
も
苦
労
し
た
と
い
う
。

そ
こ
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
特
殊
性
が
加
わ
る
。「
商
談

で
、
相
手
が
同
じ
ネ
ク
タ
イ

を
し
て
い
た
ら
気
ま
ず
い
で

し
ょ
う
」。一
人
ひ
と
り
の
個

性
の
集
合
体
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
り
「
大
量
生
産
は
必

要
な
い
」
と
い
う
。

ア
パ
レ
ル
だ
け
で
な
く
、

テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
も
持
つ

総
合
商
社
と
し
て
の
決
め
手

は
、
情
報
力
だ
。
国
内
に
気

を
配
る
だ
け
で
な
く
、
社
員

を
定
期
的
に
欧
州
や
米
国
な

ど
に
派
遣
、
最
新
の
情
報
を

収
集
さ
せ
て
い
る
。そ
こ
に
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
よ
る

自
動
翻
訳
機
能
が
加
わ
っ

た
。
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
の

情
報
が
手
に
入
る
。さ
ら
に
、

Ａ
Ｉ
を
使
え
ば
、
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
（
事
務
仕
事
）
の
効

率
化
ば
か
り
で
な
く
、
新
た

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
提
案
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

「
ま
さ
に
Ａ
Ｉ
は
産
業
革

命
。
中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
Ａ
Ｉ
活
用
で
、
大
企

業
の
一
歩
先
を
行
け
ば
、
逆

転
で
き
る
」と
力
を
込
め
る
。

官
僚
時
代
、
予
算
、
税
制

な
ど
で
、
関
西
財
界
の
提
言

が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
い
と
感
じ
て
い
た
。「
中

小
企
業
の
立
場
か
ら
積
極
的

に
働
き
か
け
た
い
」
と
。

座
右
の
銘
は
「
一
意
専

心
」。「
自
分
の
す
べ
き
一
つ

の
こ
と
だ
け
に
、
心
を
集
中

す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
」

（
細
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
米

国
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
重
要

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
勉
強

会
（
全
４
回
）
を
大
商
で
開

催
す
る
。単
回
参
加
も
可
能
。

参
加
者
に
は
各
回
ご
と
に
異

な
る
「
米
国
建
国
２
５
０
周

年
記
念
グ
ッ
ズ
」
を
用
意
し

て
い
る
。

勉
強
会
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と

し
て
７
月
９
日
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
く
。
大
商
の
鳥
井
信
吾

会
頭
、
在
大
阪
・
神
戸
米
国

総
領
事
館
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ラ
ー
セ
ン
総
領
事
、
在
日
米

国
商
工
会
議
所
関
西
支
部
の

川
上
次
郎
副
会
頭
が
開
会
あ

い
さ
つ
。
経
済
産
業
省
通
商

政
策
局
米
州
課
の
藤
井
亮
輔

課
長
が
「
日
米
関
税
交
渉
と

日
米
経
済
関
係
」
に
つ
い
て

講
演
す
る
ほ
か
、丸
一
鋼
管
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
が
米
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

事
例
を
紹
介
す
る
。

午
後
２
〜
４
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

記念撮影に臨む大商の鳥井信
吾会頭（右）とグエン・チュ
オン・ソン在大阪ベトナム総
領事�５月２９日、大阪市

ラ
ピ
ー
ポ
ン
・
バ
ン
チ
ョ

ン
シ
ラ
パ
在
大
阪
タ
イ
総
領

事
は
５
日
、
大
阪
商
工
会
議

所
の
鳥
井
信
吾
会
頭
を
表
敬

訪
問
し
た
。

ラ
ピ
ー
ポ
ン
総
領
事
は
、

在
東
京
タ
イ
大
使
館
勤
務
な

ど
を
経
て
、
３
月
に
在
大
阪

タ
イ
総
領
事
に
着
任
。

冒
頭
、
鳥
井
会
頭
は
万
博

期
間
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
へ
の
タ
イ
側
の
協
力
に
謝

意
を
示
し
た
。
ま
た
、
今
後

は
日
本
ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス

促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

通
じ
て
日
本
の
中
小
企
業
の

タ
イ
進
出
を
後
押
し
し
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。

ラ
ピ
ー
ポ
ン
総
領
事
は
、

日
・
タ
イ
修
好
１
４
０
周
年

を
来
年
に
控
え
る
中
、
二
国

間
の
良
好
な
関
係
を
さ
ら
に

深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
投

資
や
人
材
面
な
ど
、
両
国
経

済
の
一
層
の
活
性
化
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

記念撮影に臨む大商の鳥井信
吾会頭（右）とラピーポン・
バンチョンシラパ在大阪タイ
総領事�５日、大阪市

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ス
ン
・
チ

ャ
ン
ト
ー
ル
副
首
相
兼
カ
ン

ボ
ジ
ア
開
発
評
議
会
第
一
副

議
長
は
１２
日
、
大
阪
商
工
会

議
所
の
�
瀬
恭
子
副
会
頭
、

森
島
弘
光
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
委

員
長
（
丸
紅
執
行
役
員

大

阪
支
店
長
）、同
副
委
員
長
ら

９
人
と
大
商
で
意
見
交
換
し

た
。副

首
相
は
「
投
資
環
境
整

備
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
展
開

す
る
企
業
の
懸
念
に
耳
を
傾

け
、
常
に
対
話
し
な
が
ら
ビ

ジ
ネ
ス
に
優
し
い
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。
日
系
企
業
の
さ
ら
な
る

進
出
に
期
待
し
て
お
り
、
進

出
す
る
企
業
を
支
援
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

�
瀬
副
会
頭
は
、
こ
れ
ま

で
の
同
国
政
府
の
進
出
日
系

企
業
へ
の
支
援
に
謝
意
を
示

す
と
と
も
に
「
今
回
の
最
新

の
投
資
環
境
の
情
報
提
供
を

通
じ
て
、
貴
国
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
応
じ
た
。
出
席
し
た
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
役
員
企
業

か
ら
は
各
社
の
同
国
に
お
け

る
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
状
況
に
関

し
て
紹
介
し
た
。

そ
の
後
開
か
れ
た
「
カ
ン

ボ
ジ
ア
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
は
１
１
０
人
超
が
参
加
。

副
首
相
に
よ
る
基
調
講
演
、

進
出
企
業
に
よ
る
具
体
的
な

投
資
環
境
の
紹
介
や
パ
ネ
ル

討
論
を
行
い
、
森
島
委
員
長

が
閉
会
あ
い
さ
つ
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２１
日
、
お
お
さ
か
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
、
大

阪
府
立
環
境
農
林
水
産
総
合

研
究
所
、
お
お
さ
か
脱
炭
素

経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
、「
中
小
事
業
者
の
た
め
の

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
す
る
。

近
畿
経
済
産
業
局
が
省
エ

ネ
関
連
施
策
を
紹
介
す
る
ほ

か
、
大
阪
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
協
会
が
中
小
企
業
の
脱
炭

素
経
営
の
潮
流
と
省
エ
ネ
対

策
事
例
を
解
説
す
る
。
企
業

の
取
り
組
み
事
例
と
し
て
、

富
士
タ
ル
ク
工
業
が
省
エ
ネ

診
断
に
よ
る
社
員
の
省
エ
ネ

意
識
向
上
に
つ
い
て
、
日
本

ワ
ヰ
コ
が
中
小
企
業
で
も
で

き
る
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す

る
。午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
、
大
商
で
。
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
も
あ
り
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２２
日
、
イ
ン
ド
理
工
系
人
材

の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

昨
今
、
日
本
国
内
で
優
秀

な
理
工
系
人
材
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
と
な
る
中
、
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
工
学
系
人

材
を
多
数
輩
出
す
る
イ
ン
ド

が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

イ
ン
ド
専
門
の
人
材
紹
介

会
社
や
実
際
に
イ
ン
ド
理
工

系
人
材
を
採
用
し
て
い
る
関

西
企
業
が
登
壇
し
、
同
国
人

材
の
魅
力
や
採
用
の
経
緯
、

入
社
後
な
ど
を
発
表
す
る
。

午
後
３
〜
５
時
、大
商
で
。

交
流
会
も
実
施
す
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

記念撮影に臨む大商の�瀬恭
子副会頭（左）とカンボジア
のスン・チャントール副首相
�１２日、大商

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
府
と
全
国
健
康
保
険
協
会

大
阪
支
部
と
共
催
で
、「
健
康

経
営
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
６
」

を
全
２
回
の
予
定
で
開
催
す

る
。７

月
２９
日
の
第
１
回
セ
ミ

ナ
ー
で
は
「
現
場
で
使
え
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
、
Ｎ
�
Ｗ
�
Ａ
の

村
野
哲
也
代
表
取
締
役
が
、

予
防
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考

え
方
や
職
場
で
実
践
で
き
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

午
後
２
時
〜
３
時
４０
分
、

Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前
（
大
阪
市
北

区
）
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

特
許
に
関
す
る
裁
判
は
、

地
方
裁
判
所
で
は
大
阪
地
方

裁
判
所
知
的
財
産
権
部
（
第

２１
・
２６
民
事
部
）、東
京
地
方

裁
判
所
民
事
第
２９
、
４０
、

４６
、
４７
部（
知
的
財
産
権
部
）

で
行
う
。

い
ず
れ
も
特
許
権
、
実
用

新
案
権
、
意
匠
権
、
商
標
権

の
ほ
か
、
著
作
権
な
ど
知
的

財
産
に
係
わ
る
全
て
の
紛
争

を
扱
う
。
通
常
控
訴
審
を
扱

う
全
国
８
カ
所
の
高
等
裁
判

所
が
あ
る
が
、
特
許
、
実
用

新
案
に
関
し
て
は
知
的
財
産

高
等
裁
判
所
（
東
京
高
等
裁

判
所
内
に
あ
る
支
所
）
が
専

門
的
に
控
訴
審
を
扱
う
。
意

匠
権
と
商
標
権
に
つ
い
て
の

控
訴
審
は
知
財
高
裁
に

加
え
、
各
地
の
高
裁
で

も
扱
え
る
。

知
財
高
裁
が
で
き
た

背
景
に
は
、
日
本
の
知

的
財
産
訴
訟
の
遅
れ
が
あ
っ

た
。
裁
判
官
の
不
足
と
知
的

財
産
関
係
者
の
協
力
不
足
だ

と
思
わ
れ
る
。
特
許
庁
の
審

決
に
つ
い
て
も
東
京
高
裁
に

お
い
て
審
決
取
消
訴
訟
が
扱

わ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
知
財
関
係
の
訴

訟
は
組
織
的
に
は
整
っ
て
き

て
い
る
が
、
利
用
の
頻
度
は

上
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
最

大
の
理
由
は
日
本
人
独
特

の
、
水
面
下
で
の
争
い
の
解

決
が
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
東
京
地
裁
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
重
要
特
許

に
関
し
て
国
際
紛
争
を
迅
速

に
解
決
す
る
制
度
を
導
入
し

た
。
そ
の
方
法
は
和
解
を
含

め
た
調
停
制
度
だ
。
こ
う
し

た
中
、
考
え
出
さ
れ
た
の
が

「
Ｓ
Ｅ
Ｐ
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ

ｒ
ｄ

Ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｃ
ｉ
ａ

ｌ

Ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
）
調
停

制
度
」
で
あ
る
。
今
後
、
知

財
紛
争
の
迅
速
解
決
の
た
め

に
は
よ
く
見
か
け
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

米国ビジネス勉強会
（いずれも午後２～５時）

テーマ
米国現地法人・子会社運営
におけるガバナンスとコン
プライアンス
米国型紛争リスクと訴訟・
クレーム対応
米国通商規制・サプライチ
ェーン・税務リスク
米国におけるデータ・AI・
サイバーリスク

日 程

８月２８日（金）

９月２４日（木）

１０月２０日（火）

１１月２７日（金）
ＡＩは産業革命

中小企業が大企業を逆転できるチャンス

江
綿
社
長

イ
ン
ド
理
工
系
人
材
の
可
能
性

や
ま

だ

よ
う

た

ろ
う

山
田

陽
太
郎
氏

採
用
企
業
が
魅
力
を
発
表

▼詳細は
こちら

現
場
で
使
え
る
メ
ン
ヘ
ル
対
策

７
月
２９
日
に
セ
ミ
ナ
ー

▼詳細は
こちら

�１０５�知財紛争の迅速解決へ ＳＥＰ調停制度

大
商
東
支
部
と
東
成
区
役
所
が
連
携

杉本特許事務所
所長・弁理士 杉本 勝�

▼詳細は
こちら

も
の
づ
く
り
企
業
の
交
流
会
開
催
へ

米
国
ビ
ジ
ネ
ス
学
ぶ

特許裁判とＳＥＰの専門調停�

７
月
９
日
、キ
ッ
ク
オ
フ

中
小
の
た
め
の
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー

７
月
２１
日
に
紹
介

対
策
や
事
例
な
ど

▼詳細は
こちら

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

次期２号議員
各部会で選任始まる

イ
ン
ド
Ｐ
Ｈ
Ｄ
商
工
会
議
所

鴻
池
議
員
を
表
敬
訪
問

在
大
阪
ベ
ト
ナ
ム
総
領
事

鳥
井
会
頭
を
表
敬
訪
問

在
大
阪
タ
イ
総
領
事

鳥
井
会
頭
を
表
敬
訪
問

カ
ン
ボ
ジ
ア
副
首
相
が
来
阪

�
瀬
副
会
頭
ら
と
意
見
交
換

（２）２０２６年（令和８年）６月２５日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９９
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プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座プレイングマネージャーとしての課長の役割と仕事講座
部下のモチベーションを上げ、チームの成績を向上させる！
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「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方「与信管理」の仕組みと「不正会計」の見抜き方
実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方！実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方！実務に役立つ「チェックリスト」を活用した危ない企業の見抜き方！
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双方向のコミュニケーションで仕事の効率化を図り成果を上げる！評価される人になる！双方向のコミュニケーションで仕事の効率化を図り成果を上げる！評価される人になる！双方向のコミュニケーションで仕事の効率化を図り成果を上げる！評価される人になる！双方向のコミュニケーションで仕事の効率化を図り成果を上げる！評価される人になる！
（中堅社員向け）報連相レベルアップ講座～仕事力を上げて成果を出す～（中堅社員向け）報連相レベルアップ講座～仕事力を上げて成果を出す～（中堅社員向け）報連相レベルアップ講座～仕事力を上げて成果を出す～（中堅社員向け）報連相レベルアップ講座～仕事力を上げて成果を出す～
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若手社員・中途入社社員の基本マナーの学び直しにも若手社員・中途入社社員の基本マナーの学び直しにも！若手社員・中途入社社員の基本マナーの学び直しにも！若手社員・中途入社社員の基本マナーの学び直しにも！
新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座

																																	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

Ｐ Ｄ Ｆ を 効 率 よ く ビ ジ ネ ス 活 用 すＰ Ｄ Ｆ を 効 率 よ く ビ ジ ネ ス 活 用 す るＰ Ｄ Ｆ を 効 率 よ く ビ ジ ネ ス 活 用 す るＰ Ｄ Ｆ を 効 率 よ く ビ ジ ネ ス 活 用 す る
A d o b e  A c r o b a t 入 門 講A d o b e  A c r o b a t 入 門 講 座A d o b e  A c r o b a t 入 門 講 座A d o b e  A c r o b a t 入 門 講 座
































































 


































































主 任 ・ 係長育成講座＜２＞後輩指導主任・係長育成講座＜ ２＞後輩指 導編主任・係長育成講座＜ ２＞後輩指 導編主 任 ・ 係長育成講座＜２＞後輩指導編
部下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！

大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp

フエキ 不易糊工業 ９月１４日（月）
【商談対象商材】食品、雑貨、衣
料、家電、その他。ライセンス対
象はフエキくん。グッズ制作・キ
ャンペーン・プロモーションなど
に起用してもらえるライセンシー
を希望。文具、コスメ、タバコ・
アルコールなどは対象外。
◆取引条件は日本国内限定。契約
する場合、マスターライセンシー
「エフォート」との契約となる。
ブランド毀損につながる用途、公
序良俗に反する利用は不可。
■１９７５年に発売された「どうぶつ
のり」から誕生したオリジナルキ
ャラクター「フエキくん」のライ
センスビジネスを展開。
https���www.fueki.co.jp�

パイン ９月２４日（木）
【商談対象商材】食品、雑貨、化
粧品。ライセンス対象は「パインア
メ」「どんぐりガム」「あわ玉」「あ
わだま」で、同商品の味わいや香
りをイメージできる商品やデザイ
ンを使用した商品を希望。現在販
売しているコラボレーション商品
と同一カテゴリーとなる商品、同
社製品と競合するカテゴリー、同
社でノベルティー化をする可能性

がある商品（ぬいぐるみ、エコバ
ッグ、キーホルダーなど）、カプセ
ルトイ、ゲームセンターなどのア
ミューズメントの景品は対象外。
◆当日は企画書での提案を希望。
商品にあわせた法律順守。
■１９５１年に設立。今年で７５周年を
迎える老舗キャンディメーカー。
https���www.pine.co.jp�

北極のアイスキャンデー
アークティック ９月２９日（火）
【商談対象商材】北極のキャラク
ターであるペンギンを使用したグ
ッズ、食品など。使用可能なキャ
ラクター・ロゴは「北極」「北極ペ
ンギン」「２匹のペンギン」。アイ
スキャンデーは対象外。
◆ロイヤリティー：売上高に対し
５％以上。
■創業は１９４５年。大阪・ミナミで
生まれた手づくりのアイスキャン
デー。終戦直後、当時は貴重な砂
糖を使いながら１本２０円という手
頃な価格で販売を始め、「北極のア
イスキャンデー」として今日まで
人々に愛されてきた。こだわりの
製造方法は初代から現在まで引き
継がれている。
https���hokkyoku.jp�

大阪商工会議所は、「新入・若
手社員ビジネスマナー１日【集
中】講座」を開催する。
社会人としての基礎となる心

構えや、組織において求められ
る役割・行動を学び、ビジネス
マナーの重要性について理解を
深め、言葉遣い、来客応対・訪
問、電話応対など、実践演習を
通じて基本マナーを身につけ実

践できるよう指
導する。
講師は、ビジ

ネスプラスサポ
ートの川勝愛・
人財育成プロデ
ューサ

ー。９月９日午前１０時
～午後５時。

大阪商工会議所は、「（中堅社
員向け）報連相レベルアップ講
座」を開催する。
組織で働く上で仕事をより効

率的にする潤滑油ともいえる
「報告・連絡・相談」。その重要
性や目的について振り返り、中
堅社員としてレベルアップを図
り、今以上に評価されるビジネ

スパーソンにな
るための講座。
講師は、マー

ブルイノベーシ
ョンの松尾久美
子代表
取 締

役。９月７日午前１０時
～午後５時。

川勝愛氏松尾久美子氏

大阪商工会議所は、「『与信管
理』の仕組みと『不正会計』の
見抜き方」を開催する。
与信管理を進めるにあたって

必須となる「取引内容・取引条
件の点検」「信用情報の収集の仕
方・分析」などの実務ポイント
を押さえる。実際の不正事例や
その手口を基に、「チェックリス
ト」を活用した危ない企業の見

抜き方・予防の
仕方について学
ぶ。
講師は、山添

公認会計士事務
所の山添清昭公
認会計

士。９月８日午前１０時
～午後５時。

大阪商工会議所は、ＰＤＦ編
集ソフト「Adobe Acrobat入門
講座」を開催する。
ビジネスの世界で当たり前の

ように使用しているＰＤＦ。さ
まざまな方法で作成することが
できるが、Acrobatを使用する
と、ＰＤＦの編集、ＰＤＦの共

有、電子署名、セキュリティ強
化など、より効率良くビジネス
の中で活用することができる
（ＰＣ・ソフトは会場で用意）。
講師はＴｏｏ専属講

師。９月１０日午後２～
５時、江戸堀ヤタニビ
ル（大阪市西区）で。

山添清昭氏

「
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
試
験
�

」は
、

法
務
部
門
に
限
ら
ず
営
業
、
販
売
、
総
務
、

人
事
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
で
必
要
な
法

律
知
識
を
習
得
で
き
る
。

商
工
会
議
所
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
必
要

と
さ
れ
る
実
践
的
な
法
律
知
識
を
体
系
的

・
効
率
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
ビ
ジ

ネ
ス
実
務
法
務
検
定
試
験
�

」を
実
施
し
て

い
る
。

同
検
定
試
験
は
１
〜
３
級
で
構
成
。
３

級
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
や
仕
事
に
就

く
前
の
学
生
を
対
象
に
、
業
務
上
理
解
し

て
お
く
べ
き
基
礎
的
法
律
知
識
を
有
し
、

問
題
点
を
発
見
で
き
る
レ
ベ
ル
。２
級
は
、

管
理
職
や
総
務
・
法
務
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
な
ど
の
担
当
者
を
対
象
に
、
弁
護
士

な
ど
の
外
部
専
門
家
に
対
す
る
相
談
と
い

っ
た
一
定
の
対
応
が
で
き
る
な
ど
、
質
的

・
量
的
に
法
律
実
務
知
識
を
有
し
て
い
る

レ
ベ
ル
。
１
級
は
、
業
務
上
必
要
な
法
務

知
識
に
基
づ
い
て
多
面
的
な
観
点
か
ら
高

度
な
判
断
・
対
応
が
で
き
る
レ
ベ
ル
を
基

準
と
し
て
い
る
。

今
年
度
２
・
３
級
（
第
２
シ
ー
ズ
ン
）

の
試
験
期
間
は
１０
月
２２
日
〜
１１
月
９
日
、

１
級
の
試
験
日
は
１２
月
６
日
と
な
っ
て
い

る
。社

員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
向
上

に
向
け
た
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て
、
多
く
の

企
業
で
採
り
入
れ
ら
れ
、
新
入
社
員
教
育

や
管
理
職
登
用
な
ど
様
々
な
場
面
で
活
用

さ
れ
て
お
り
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
会
員

企
業
か
ら
は
、「
業
務
上
必
要
な
法
務
知
識

を
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
全

従
業
員
を
対
象
に
受
験
を
推
奨
し
て
い

る
」「
大
商
会
員
で
あ
る
た
め
、
団
体
ク
ー

ポ
ン
に
よ
る
申
し
込
み（
３
人
以
上
）で
、

受
験
料
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
検
定
担
当
�
６
９
４
４
・
６

４
３
０

大阪商工会議所は、「主任・係
長育成講座�２�後輩指導編」
を開催する。
同講座では、チーム運営や実

務の要となる主任・係長（入社
８～１３年目社員）を対象に、チ
ームリーダーとして組織を一体
化し、部下・後輩と良好な関係
を作り、指導するために必要な
スキル、知識について学ぶ。そ
して、問題発見・課題解決アプ

ローチ、業務改
善アプローチ手
法を学び、自社、
自チームの改善
点について具体
的に考える。
講師は、ＣＤ

Ｍの伊東廣賀代表。９
月１５日午前１０時～午後
５時。

大阪商工会議所は「プレイン
グマネージャーとしての課長の
役割と仕事講座」を開催する。
課長はプレイヤーとして自ら

業績を上げつつ、マネージャー
として部下のモチベーションを
引き上げ、チーム全体の成績を
向上させることが求められる。
同講座では、業績を上げるた

めの役割と時間管理力、部下育
成のためのメンタリングやＯＪ

Ｔ実践力、社員
の士気を高める
ための実践手法
を、講義と演習
を通じて指南す
る。
講師はビジネ

スディベロップサポー
トの大軽俊史代表。９
月９日午前１０時～午後
５時。

伊東廣賀氏
大軽俊史氏

�（一般社員向け）ハラスメン
ト対策研修
～職場全体の生産性向上にも
大阪商工会議所は、「（一般社員

向け）ハラスメント対策研修」を

開催する。
健全で働きやす

い職場環境を構築
するためには、全
社員がハラスメン
トの定義やその影
響について理解

し、適切に対処することが重要。
同講座では「ハラスメント」の基
礎知識から、具体的な事例を通じ
て、社員一人ひとりが職場環境の
改善に貢献できるよう支援する。
日 時 ７月１６日１３：００

～１７：００
講 師 ビジネスプラス

サポートの麻野由佳人財
育成プロデューサー

�「賃金・評価制度」の見直し
・構築講座
～働き方改革で重要となる人
事評価制度・処遇を設計する
大阪商工会議所

は、「『賃金・評価
制度』の見直し・
構築講座」を開催
する。
人手不足・多様

な働き方・景気変
動・労働法改正など、構造的な変
化により、賃金・評価制度を見直
す企業が増えている。
制度の軸となる「人基準と仕事

基準」の考え方、役割や能力を反
映した基本給、賃金カーブの適正
化、評価制度の見直しなど、基本
的な施策を中心に、設計・運用ポ
イントを解説する。
日 時 ７月２３日１３：００～１７：００
講 師 升谷社労士事務

所の升谷浩樹所
長

麻野由佳氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２１
日
、「
女
性
活
躍
の
た
め
の

育
児
介
護
セ
ミ
ナ
ー
『
制
度

の
実
務
解
説
×
他
社
事
例
か

ら
学
ぶ
交
流
会
』」を
開
く
。

人
材
確
保
が
急
務
と
な
る

中
、
女
性
の
活
躍
推
進
は
不

可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
育
児
や
介
護
と
の
両
立
が

難
し
く
、
離
職
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

第
１
部
で
野
口
＆
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
法
律
事
務
所
の
大
浦

綾
子
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
が

登
壇
し
、
法
改
正
の
最
新
動

向
を
踏
ま
え
、
女
性
活
躍
と

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の

実
践
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
中

小
企
業
の
事
例
も
取
り
上
げ

る
。
第
２
部
は
、
他
社
の
担

当
者
と
の
交
流
会
。
女
性
雇

用
・
活
躍
推
進
に
関
す
る
取

り
組
み
や
制
度
の
運
用
状
況

な
ど
を
共
有
し
合
う
機
会
と

な
る
。

午
後
３
〜
５
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

升谷浩樹氏

◆
毎
月
勤
労
統
計
調
査
「
特
別

調
査
」
に
ご
理
解
・
ご
回
答
を

�

７
月
上
旬
か
ら
対
象
調
査

区
内
の
全
事
業
所
に
統
計
調
査

員
が
お
訪
ね
し
、
常
用
労
働
者

数
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
◎
大

阪
府
総
務
部
統
計
課
�
６
２
１

０
・
９
２
０
１

業務上必要な法律知識を習得

女性活躍のための
育児介護セミナー

大阪ゆかりのキャラで商売繁盛商談会 （１面参照）

制度解説と交流会

ビジネス実務法務検定

＜２＞検定にチャレンジ

▼詳細は
こちら

７～９月開催の講座・研修

コ
ン
プ
ラ
意
識
の
向
上
に

２０２６年（令和８年）６月２５日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３９９（３）



大大商商ののががんんばばるる会会員員ささんんをを紹紹介介ししまますす！！

セミナー・イベント 

部　会
大商会員限定

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２２
日
、「
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
２
６
年
度
第
１

回
Ａ
Ｉ
ク
ラ
ス
タ
ー
会
議
」

を
開
く
。

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
活
用

が
本
格
化
す
る
時
代
に
向

け
、
自
社
・
業
界
が
保
有
す

る
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
活
用
す

る
た
め
の「
Ａ
Ｉ-

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ

ｙ
」
の
実
現
や
デ
ー
タ
を
起

点
に
Ａ
Ｉ
の
性
能
を
高
め
る

「
デ
ー
タ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
Ａ

Ｉ
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ー
タ

の
価
値
発
掘
と
活
用
可
能
性

を
探
る
。

松
尾
研
究
所
の
清
水
茂
樹

執
行
役
員
が
、
デ
ー
タ
の
構

築
や
選
別
な
ど
を
重
視
す
る

「
デ
ー
タ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
Ａ

Ｉ
」
に
つ
い
て
基
調
講
演
。

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
導
入

・
活
用
の
要
点
を
紹
介
す

る
。
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
宮
内
芳
維
共
同
創

業
者

兼

C
hief

C
on

struction
O
fficer

が
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
（
建
築
）
デ
ー

タ
の
整
備
と
活
用
事
例
を
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
栢
橋
智
也
氏

が
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な
デ
ー

タ
の
活
用
事
例
を
解
説
。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
で
国
立
研

究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合

研
究
所
人
工
知
能
研
究
セ
ン

タ
ー
の
本
村
陽
一
首
席
研
究

員
と
登
壇
者
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
う
。
午
後

３
時
３０
分
〜
５
時
３０
分
、
大

商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２１
日
、
飲
食
・
美
容
業
界
な

ど
の
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
販
路
拡
大
に
向
け
て
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
術
」
を
紹

介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
の
窪
田

進
西
日
本
営
業
部
長
が
登

壇
。
自
社
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
通
じ
て
「
簡

単
に
」
取
り
組
め
る
販
促
方

法
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の

連
動
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

の
活
用
な
ど
を
含
め
、
幅
広

い
観
点
か
ら
解
説
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
後
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ヤ
フ
ー
担
当
者
と
の
個
別

相
談
会
を
開
く
。
セ
ミ
ナ
ー

は
午
後
２
〜
３
時
、
個
別
相

談
会
は
午
後
３
時
〜
４
時
３０

分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
と
水
都

大
阪
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
７

月
１０
日
、
「
水
辺
で
つ
な
が

ろ
！

万
博
レ
ガ
シ
ー
『
共

創
の
水
辺
』
交
流
会
」
を
初

め
て
開
催
す
る
。

こ
れ
は
、
万
博
開
催
時
に

ま
ち
な
か
で
の
活
動
を
推
進

し
て
き
た
人
々
と
水
辺
施
設

・
舟
運
事
業
者
ら
の
交
流
や

共
創
を
促
す
こ
と
で
、
大
阪

の
水
辺
の
活
性
化
を
目
指
す

も
の
。

ま
ち
な
か
で
の
活
動
を
推

進
し
た
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ

Ｊ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
や
ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
�
ｅ

ｘ
ｐ
ｏ
、
山
本
能
楽
堂
、
Ｏ

Ｎ
Ｅ
京
橋
コ
モ
ン
ズ
と
、
水

辺
施
設
・
舟
運
事
業
者
と
し

て
、
大
阪
シ
テ
ィ
ク
ル
ー
ズ

推
進
協
議
会
、
川
の
駅
は
ち

け
ん
や
、
中
之
島
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

サ
ウ
ス
ピ
ア
ら
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
水
辺

で
の
事
業
展
開
や
イ
ベ
ン
ト

連
携
な
ど
、
共
創
に
向
け
た

交
流
会
も
実
施
。
午
後
３
時

３０
分
〜
５
時
、
川
の
駅
は
ち

け
ん
や「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
」

（
大
阪
市
中
央
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
の
優
良

商
工
従
業
員
表
彰
を
２
０
２

５
年
度
に
活
用
し
た
社
会
福

祉
法
人
隆
生
福
祉
会
を
紹
介

す
る
。

◇

同
社
は
、
大
阪
市
東
住
吉

区
に
本
社
を
置
き
、
介
護
・

保
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

同
社
の
井
上
愛
・
人
財
開

発
室
課
長
は
、「
社
内
で
の
勤

続
表
彰
は
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
業
界
の
方
が
一
堂
に

会
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に

魅
力
を
感
じ
、
職
員
の
慰
労

と
さ
ら
な
る
貢
献
を
期
待
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。
２
０

２
３
年
度
か
ら
中
堅
優
良
従

業
員
表
彰
と
年
度
最
優
秀
従

業
員
表
彰
の
２
部
門
に
職
員

を
推
薦
し
て
い
ま
す
。
法
人

と
し
て
日
頃
の
頑
張
り
を
評

価
し
て
い
る
と
伝
え
て
い
る

た
め
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
家
族
か
ら
も
喜
び
の
声
を

聞
き
ま
す
」
と
語
る
。

２
０
２
５
年
度
中
堅
優
良

従
業
員
表
彰
を
受
賞
し
た
同

社
の
大
谷
真
代
さ
ん
は
、「
初

め
は
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
表
彰
式
の
会
場
に
行

く
と
た
く
さ
ん
の
方
が
お
ら

れ
、『
推
薦
さ
れ
た
の
は
す
ご

い
こ
と
だ
』と
感
じ
ま
し
た
。

職
場
の
保
育
園
で
は
い
つ
も

子
ど
も
に
賞
状
を
渡
す
運
営

側
で
、
自
分
が
受
け
る
側
に

な
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
貴

重
な
経
験
で
自
信
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
業
務
で
も
、
自

分
で
考
え
て
一
歩
踏
み
込
ん

だ
発
言
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
２

０
２
６
年
度
優
良
商
工
従
業

員
表
彰
」
の
被
表
彰
者
の
推

薦
受
け
付
け
を
開
始
し
た
と

発
表
し
た
。

優
良
商
工
従
業
員
表
彰

は
、
１
９
７
０
年
に
創
設
さ

れ
、
被
表
彰
者
は
累
計
２
万

１
７
４
６
人
（
前
年
度
１
９

６
人
）
に
上
る
。
多
数
の
利

用
企
業
か
ら
、
社
員
の
「
励

み
に
な
る
」「
定
着
に
つ
な
が

る
」
と
好
評
を
得
て
い
る
。

表
彰
区
分
は
「
永
年
勤
続

優
良
従
業
員
表
彰
」（
勤
続
満

２５
年
以
上
対
象
、
前
年
度
表

彰
９６
人
）、「
中
堅
優
良
従
業

員
表
彰
」（
同
１０
年
以
上
対

象
、
同
５６
人
）、「
年
度
最
優

秀
従
業
員
表
彰
」（
同
３
年
以

上
対
象
、
同
４４
人
）
の
３
種

類
。
い
ず
れ
も
大
阪
府
内
の

勤
務
経
験
は
不
問
。

式
典
で
は
、
大
商
の
会
頭

名
の
表
彰
状
や
記
念
品
が
授

与
さ
れ
る
。
１１
月
１７
日
午
前

１０
時
〜
１１
時
４５
分
、
大
商
・

国
際
会
議
ホ
ー
ル
で
。

推
薦
書
の
提
出
期
限
は
８

月
２８
日
。
大
商
会
員
限
定
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

２
１

大阪の生野区に本社を置く産直食
品卸売のＧＢ（八尾政英代表取締役）
は、祖父の代から３代、約１００年にわ
たり全国の生産者や仲買業者との信
頼関係を築いてきた�食のつなぎ
手�。その歴史で磨かれた独自の目利
き力を武器に、地元でしか知られて
いない逸品を独自のルートで発掘
し、通販サイト「皆が知らない日本
の食宝」で全国の食卓へ届けている。
インスタグラムではフォロワー２．１
万人を誇り、発信する食の魅力は多
くの共感を集める。海外事業では、
日本産食品の輸出や主要国での販売
プロモーションも展開。生産者の持
続可能な農法を尊重した仕入れを徹
底し、産地の美味しさをそのまま食
卓に届けることに情熱を注ぐ。豊か
な食卓と、日本の農業・食文化の未
来を支える企業を目指している。

ＴＨＥ ＰＩＮＴＬＥＳ（港区、
中野麻希代表）は昨年９月、ボウリン
グ用品専門店としてオープン。プロ
ボウラーである中野代表と夫の真明
氏が夫婦で運営する、全国でも珍し
いボウリング用品専門の路面店だ。
同店の最大の特長は、プロの知見

と卓越したドリル技術の融合。ボー
ルのドリリングは指の形や投球動作
に合わせたオーダーメイドで、真明
氏が専任ドリラーとして常駐し、購
入後の調整や表面加工など、専門店
ならではのメンテナンスで顧客の上
達を支援している。
さらにオンラインショップも展開

し、来店が難しいエリアの顧客にも
厳選した用品と専門知識を届けてい
る。プロの視点から、ボウラーの上
達と喜びを一緒に育む・・・・・・
新しいボウリング専門店の誕生だ！

◆大学発スタートアップ事業展開
支援プログラム「ＵーＳＴＡＲＴ
ＵＰ ＫＡＮＳＡＩ ２０２６」エ

ントリー説明会
大阪商工会議所は、関西イノベ

ーションイニシアティブとともに
大学発スタートアップ事業展開支
援プログラム「Ｕ―ＳＴＡＲＴ Ｕ
Ｐ ＫＡＮＳＡＩ ２０２６」のエント
リー説明会をオンラインで開く。
同プログラムは、大学発スター

トアップの創出と国内外での事業
展開を支援するもの。
説明会では、プログラムの概要

や副賞、審査員・メンターの詳細、
前年度までのエントリー状況、オ
ープンピッチの詳細などを紹介
し、質疑応答も行う。対象は同プ
ログラムに関心を持つ大学発スタ
ートアップなど。
日 時 ７月１５日１８：００～１９：００

問合せ 産業・技術振興
担当
�６９４４・６３００

◆海外勤務者の税務・社会保険講
座
企業が海外事業を展開していく

中では、海外出張や海外赴任を伴
う業務が多く発生し、管理部門は
赴任や出張における社会保険や税
務を適切に管理することが求めら
れる。
海外赴任者と海外出張者に関す

る税務やビザなどの留意点につい
て、実務対応を交えてポイントを
解説する。講師はＥＹ税理士法人
の藤井恵パートナー税理士・行政
書士。
日 時 ７月３１日１４：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１
◆英文契約書講座・入門編
海外への事業展開や海外企業と

の取引に欠かせない英文契約書。

「英米法の基礎知識」を含む基
礎知識、英文契約書の一般条項の
理解や英語の使い方を学び、豊富
な具体例やケーススタディーの紹
介と実践的な演習を通して、英文
契約書作成や読解のための英語表
現、契約書の一般条項が理解でき
るようになることを目指す。
講師は国際業務に精通した中矢

一虎法務事務所の代表（司法書士、
行政書士）で大阪公立大学商学部
講師の中矢一虎氏。
日 時 ８月５日１０：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１
◆大阪企業家ミュージアム～イン
ターンシップにも
大阪企業家ミュージアムは、大

阪を舞台に活躍した企業家の高い
志、チャレンジ精神、創意工夫な
どの「企業家精神」を伝える施設。
「仕事とは」「働くとは」を考え
る機会を提供するとともに業界に

ついても学べることから、毎年イ
ンターンシップに活用する企業も
多い。
１０人以上の団体の場合、スタッ
フによる企業家精神の説明と館内
案内も実施する。
問合せ 大阪企業家ミュ

ージアム
�４９６４・７６０１

◆サービス産業部会 経営理念分
科会
日 時 ７月２２日１０：００～１１：１５
場 所 大阪商工会議所
テーマ 講演「ＡＩ時代における

石田梅岩と和�哲郎」東
京大学大学院総合文化研
究科の張政遠教授

問合せ 流通・サービス
産業部
�６９４４・６４４０

次世代テックフォーラム ＡＩクラスター会議

データ価値発掘と
ＡＩ活用の可能性

ＧＢの八尾政英代表取締役（右から
２人目）と社員のみなさん

プロ夫婦、中野麻希代表（右）とド
リラーの真明氏（左）がサポート

▼詳細は
こちら

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
術

▼詳細は
こちら

�
共
創
の
水
辺
�交
流
会

万
博
レ
ガ
シ
ー
継
承

７
月
１０
日
に
初
開
催

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

優
良
商
工
従
業
員
表
彰

利
用
企
業
の
声

職
員
の
さ
ら
な
る
貢
献
を
期
待

社
会
福
祉
法
人
隆
生
福
祉
会

日頃の頑張りを評価

貴重な経験で自信に

推薦者

被表彰者

社
会
福
祉
法
人
隆
生
福
祉
会

ゆ
め
中
央
保
育
園

主
任

社
会
福
祉
法
人
隆
生
福
祉
会

人
財
開
発
室

課
長

井
上

愛

さ
ん

大
谷

真
代

さ
ん

日本の食宝を国内外へ届ける。生野
の食の伝道者

希少な路面店でプロ夫婦が営む専門
店、熟練のドリル技術を全国へ

優
良
商
工
従
業
員
表
彰
１１
月
１７
日
に

表
彰
式
典
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